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脳波ビジネス、ＢＣＩ市場が成長加速へ！ 

ウェアラブルセンサ、ウェアラブルサービスの需要拡大、成長率３０％超える！ 

ＡＩビッグデータ解析ビジネス、健康医療・ライフログ中心に需要拡大！ 

ＩＴ、生命科学の融合領域ビジネス開発報告書完成！ＡＱＵ先端テクノロジー総研 
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● 脳波ビジネス、ＢＣＩ市場が成長加速へ！ウェアラブルセンサ、ウェアラブルサービスの需

要拡大、成長率３０％超える！ＡＩビッグデータ解析ビジネス、健康医療・ライフログ中心に

需要拡大！ 

● このたび先端テクノロジーの市場調査会社、AQU 先端テクノロジー総研（代表、子安克

昌）は調査報告書、『ＩＴ、生命科学の融合領域におけるビジネス開発、研究開発、市場

予測に関する調査』を発刊いたしました。 

 

● 今回の調査では、２,２００人のアンケート調査において、がんや精神疾患などに悩む人々

が、自身または身近に１０％以上いるという驚くべき結果が出ました。（身近に精神疾患者

がいる １２.０％、身近にがん患者がいる １６.９％） 

● この調査結果に見られるように、現在、社会の大きな課題として、がん、糖尿病をはじめと

する五大疾病がありますが、中でも、うつなどの精神疾患は増加傾向にあり、国内ではす

でに３００万人を超えています。この課題を克服してゆくためにはＩＴなどの先端技術開発

が重要と見ていますが、医療ヘルスケア分野の場合、注目されるキーワードはウェアラブ

ル、オーダーメイド、睡眠などと見ています。中でも睡眠の場合、眠れない、精神的ストレ

スを持つ人々が多く、睡眠に誘導するウェアラブルサービスの需要は大きいと見ています。

たとえば、呼吸を整えることで寝付きをサポートするウェアラブルセンサーとスマートフォン

用アプリのセット製品「ツーブリーズ」は半年ほどで、すでに５，０００台を出荷、購入者が

増え続け、需要が拡大しています。 

 

http://www.aqu.com/it-bio/
http://www.aqu.com/aqu-news/2017-1-23.pdf
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● また、ＩＴ、生命科学の融合領域で注目したいポイントはディープラーニングなどのＡＩ（人

工知能）テクノロジーによるビッグデータ解析、と同社では見ています。中でも医療ヘルス

ケア、ライフログ分野などでは、ゲノム解析、ライフログ解析などによるビジネスの可能性

が高まっています。脳波研究などの脳科学と連携することで、人類の生き方を根本的に

変容させる可能性を秘めている、と同社では分析しています。また同社では、遺伝子と音

楽、遺伝子と病気、脳波と音楽、脳波と健康などの関連性についても調べていますが、こ

うしたビッグデータ解析に関連したビジネスの可能性は大きいと見ています。 

 

● さらに調査では、ヘルスケア関連市場に着目して調査しました。世界におけるウェアラブ

ルサービス市場は２０１７年 ３,０００百万ドルを突破、年率３０～４０％の成長が続き、２０２

２年には、１０,０００百万ドルを超えると予測しています。また、脳波センサ関連の、世界に

おけるブレインコンピュータインタフェース（BCI）市場は、２０１７年 １,０００百万ドルを突破、

近年年率１０％強で成長しており、今後も市場は医療ヘルスケアやゲーム・エンタテイメン

トなどの需要拡大がけん引して、１５～２２%程度の高成長が続き、２０２２年には、２,５００百

万ドルを超えるものと予測しています。 

 

● なお調査の総括として同報告書では、企画提案するビジネス構想において、「脳の健康、

遺伝子をスイッチオンにする、オーダーメイド音楽配信サービス」、「音響治療のメカニズ

ムと音楽療法ビジネスの可能性」、「そのヒト特有ＤＮＡに対応するマイクロバイオーム・ビ

ジネスの可能性」などについて取り上げています。同社ではＩＴ、生命科学の融合領域に

おけるビジネス開発は今後可能性が大いに高まってゆく、としています。 

 

 

● 調査テーマ 

 

 
 

IIITTT、、、生生生命命命科科科学学学ののの融融融合合合領領領域域域にににおおおけけけるるる   

ビビビジジジネネネススス開開開発発発   

研研研究究究開開開発発発、、、市市市場場場予予予測測測ににに関関関すすするるる調調調査査査   
 

－ＡＩビジネス、脳波ビジネス、ウェアラブル・サービス等の新潮流－ 
 

【【調調査査報報告告書書】】  
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●調査結果の一例 
 

 ＩＴ、ＡＩ、生命科学の融合で社会の課題を克服へ

★パノラマ配信サービス

★ＶＲ動画配信サービス

★ＶＲ ＡＲ統合ＨＭＤ

 ＩＴ
ＡＩ

ディープラニング
   テクノロジー

DNA
ウェアラブル

生体センサ
ラ イフ ログ

etc.

オーダーメイド医療

脳波ＡＩ音楽サービス

オーダーメイドイヤホン

マイクロバイオーム解析健康サービス

障がい者支援システム

注目サー ビス、ビジネ ス例

脳波感性ビジネス

ＱＯＬ向上音楽サービス

睡眠誘導支援サービス

脳波ＳＮＳ交流サービス

社会的課題

五大疾病
がん 、精神疾患など

相関関係関心度
ラ ンキ ング

生命科学

ビッグデータ
解析

ＡＩスピーカー

脳
科

学

増加傾向

ウェアラブルサービスの市場規模予測（世界市場）
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脳 BC I市場
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社会に貢献するビジネスは拡大

（抑制）

 

2014   2015   2016   2017      2018      2019     2020  2021    20 22     2023    2024   2025 （年） 

（応用市 場の拡大）

市場拡大発展へ

人工頭脳、開発加速人工頭脳、黎明期

 ＡＩ（人工知能）応用市場展望

人工頭脳応用産業の拡大

AI GlOBAL B RAIN

人工頭脳応用産業の拡大
AI G lOBA L BRAIN

●人工知能搭載ロボット

●人工頭脳

人工頭脳、利用本格化へ

■弱いAI  (特定タスクで 人間を凌駕 )   チェス、クイズ、将棋で人間を凌駕。 医療、教育などに可能性拡がる。

●Google、ベンチャー買収

■強いAI (創造性、感情 )  脳のシナプスをシミュレーション ディープラーニング開発加速、全脳アーキテクチャに可能性、、、 

●自動運転車,一部商用化

●クラウド脳

●アプリ

●機械翻訳、会議議事録

●医療クラウドサービス

●チップ

★組み込みシステム

人工知能、人工頭脳は専門知識をサポート
人は創造性、人間性の活動領域にフォーカス

※東京
夏季オリンピック
（2020年）

●顧
客価

値の
増大

★ウェアラブルデバイス

自然言語処理、音声認識、画像認識等の技術進展

★自動運転車

★クラウド脳サービス

 ★NPU 、GPU

●人工頭脳の
  グローバルブレイン化

★ビッグデータ

●脳ICT

●未来予測
●企業戦略システム

●国家戦略システム

★M2M
★ロボット

ディープラーニング
音声、静止画  → 動画解析へ応用、発展へ

類似性を認識 → 過去の情報をもとに将来を予測へ

自然言語処理関連市場
2024年 320億ドル

CAGR 21.0%

自然言語処理関連市場
2024年 320億ドル

CAGR 21.0%

●スーパーコンピュータの処理性能、
  人間の脳をシミュレーション可能
    (2025年、レイ・カーツワイル)●自動車産業、構造変革へ

●教育、コーチング

●人工頭脳チップの埋め込み

ＡＩ関連産業 （国内）
2020年 23兆円
2030年 86兆円

ＡＩ関連産業 （国内）
2020年 23兆円
2030年 86兆円

●脳センサＡＩ音楽

●生命科学と融合進展

   
   

健康
医療
環境
流通

製造
交通

農業
防災

ビジネス
エネルギー
エンタテイメント

ファッション
その他

健康
医療
環境
流通
製造
交通
農業
防災
ビジネス
エネルギー
エンタテイメント

ファッション
その他

解析サービス
ソリューシ ョン企業

ビッ グ デー タ

データ
サイエンティスト

シス テム解 析

トレンド、流行
将来予測
販促マーケティング
危険箇所の発見

  注目されるＡＩによるビッグデータ解析

Ａ Ｉ、 デ ィー プラ ー
ニ ン グテ クノロ ジ ー

さまざまな業種
を支援

課題、悩み
→  解析依頼

成功 確率の アップ 、
ユ ー ザー分 析、
将来 予測な ど

 
※M2M機器から発生するデータトラフィック量、       
全世界で2012～2017年、年平均成長率  89％       

遺伝 子解析
脳波 生体情 報解析
ラ イフ ロ グ解析

遺伝 子解析
脳波 生体情 報解析
ラ イフ ロ グ解析

 

ＢＣＩ市場、ウェアラブルサービス市場と脳波コミュニケーション

ウェアラブルサービスの市場規模予測（世界市場）
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その他（マーケティングほか）

トレーニング・スポーツ

ゲーム・エンターテイメント

コミュニケーション・コントロール

医療ヘルスケア

●コードレス、リアルタイムコミュニケーション、いつでもどこでも、つながっている
●個人意識を持ちながら、必要に応じて、集合知、集合意識につながる
●第一段階は家族、恋人、第二段階は友人、会社、そして…。
●実現は、３０年後、５０年後？ プロトタイプは１０年後？

【脳波による集合知、集合意識につながるシステム（仮説）】

未来における、脳波コミュニケーションの可能性

BCI(脳センサー )利用者集合意識BCI(脳センサー )ネットワーク （ＳＮＳ）

 
 

 

                                                   ※調査の一部   

● 調査スケジュール      2016年 8月 1日～2017年 1月 20日  

● 当該調査報告書 
『IT、生命科学の融合領域におけるビジネス開発、研究開発、市場予測に関する調査 

       －ＡＩビジネス、脳波ビジネス、ウェアラブル・サービス等の新潮流－』 
  http://www.aqu.com/it-bio/ 

ISBN 978-4-904660-31-7 
● 関連調査報告書 

『 IT、生命科学の融合領域における市場展望に関するアンケート需要調査 
－最先端ＤＮＡ関連、脳波応用、ウェアラブル・サービス等の新潮流－』 

     http://www.aqu.com/it-bio-need/  
ISBN 978-4-904660-30-0 

 
※お問い合わせ連絡先 
****************************************************************** 
株式会社 AQU先端テクノロジー総研 
http://www.aqu.com/   
〒260-0027千葉市中央区新田町 36-15   
千葉テックビル 6FTEL 043-204-1258         
FAX 043-204-1316 
子安、那須 
info@aqu.com 
****************************************************************** 
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